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串間市議会構成 （令和７年５月８日現在）

◎串間市交流促進調査特別委員会
（定数５名）

委 員 長 岩下 　幸良
副委員長 野辺 　俊郎
委 員 堀 　　  透
委 員 川﨑 　千穂
委 員 今江 　  猛

◎広報広聴調査特別委員会
（定数６名）

委 員 長 木代 誠一郎
副委員長 鈴木 　博也
委 員 野辺 　俊郎
委 員 福留 　成人
委 員 井手 　明人
委 員 岩下 　幸良

◎議会改革調査特別委員会
（定数５名）

委 員 長 井手 　明人
副委員長 菊永 　宏親
委 員 鈴木 　博也
委 員 瀬尾 　俊郎
委 員 児玉 　征威

◎議会運営委員会 （定数６名）

委 員 長 瀬尾 　俊郎
副委員長 児玉 　征威
委 員 堀 　　  透
委 員 菊永 　宏親
委 員 川﨑 　千穂
委 員 今江 　  猛

◎総務教育常任委員会
委 員 長 鈴木 　博也
副委員長 井手 　明人
委 員 川﨑 　千穂
委 員 今江 　  猛
委 員 岩下 　幸良
委 員 児玉 　征威
委 員 坂中 　喜博

（定数７名）

◎産業厚生常任委員会（定数６名）

委 員 長 野辺 　俊郎
副委員長 堀 　　  透
委 員 菊永 　宏親
委 員 福留 　成人
委 員 瀬尾 　俊郎
委 員 木代 誠一郎

議　長
坂中 喜博

副議長
木代 誠一郎

2串間市議会だより



市議会議員が市に対して
皆さんの生活にかかわる内容を
質問します。

市長や行政委員会に市政の状況や将来の方
針、住民生活に密接に関わる事項について
質問をすることで、今串間市ではどんなこ
とが行われているか知ることができます。

一 般 質 問

市
長
選
挙
に
出
馬
さ
れ
ま
す

が
、
串
間
市
の
た
め
に
ど
う

取
り
く
ま
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
激

甚
す
る
中
、
近
年
、
日
向
灘

を
中
心
と
し
た
地
震
が
頻
発
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
災
害
か

ら
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す

る
た
め
、
防
災
力
を
高
め
、
災
害
に

強
い
街
づ
く
り
と
人
口
減
少
へ
の
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
『
串
間
市
に
住
み
続
け
た
い
』、
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
事
が
重
要
。

　

3
期
目
も
『
団
結
・
継
続
・
変
革
』

の
政
治
信
念
の
も
と
市
政
運
営
に
取

り
組
み
た
い
。

市
民
病
院
事
業
管
理
者
と
し

て
の
病
院
運
営
（
医
師
確
保・

経
営
健
全
化
・
職
員
研
修
・
患
者
の

対
応
）
に
つ
い
て
。

現
在
常
勤
医
師
7
名
、
非
常

勤
2
名
体
制
で
維
持
し
て
い

る
。

　

救
急
告
示
病
院
と
し
て
の
機
能
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
医
師
の
確
保

が
急
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

外
来
診
療
の
安
定
化
と
病
床
稼
働
率

の
高
い
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。

　

中
長
期
的
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
な
が
ら
適
正
に
丁
寧
に
進
め
て

い
く
。
病
院
職
員
の
研
修
に
つ
い
て

は
。
専
門
的
研
修
や
患
者
様
の
接
遇

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
球
温
暖
化
対
策
（
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て
）。

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
機
器
の

導
入
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
省
資
源
化
、

循
環
型
林
業
の
促
進
、
地
中
熱
な
ど

が
あ
る
。

　

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
（
藻
場
造
成
）

は
、
二
酸
化
炭
素
削
減
の
有
効
な
手

段
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

映
像
シ
ス
テ
ム
（
ラ
イ
ブ

１
１
９
）
運
用
開
始
の
現
状

は
。

災
害
現
場
の
映
像
を
ス
マ
ホ

で
通
信
指
令
員
や
消
防
隊
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
見
ら
れ
5
月
よ
り

運
用
し
て
い
る
。

　

映
像
通
報
に
よ
り
防
災
へ
り
の
要

請
を
早
く
行
え
た
り
、
現
場
到
着
後

の
活
動
方
針
を
い
ち
早
く
決
定
し
、

早
期
収
束
が
図
ら
れ
た
。

ＱＱ

Ｑ Ｑ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

◀
動画
視聴

温
暖
化
対
策

川
かわさき
㟢千

ち ほ
穂議員

3 串間市議会だより



◀
動画
視聴

串
間
市
で
で
き
る
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
四
つ
の
提
案
！

　
一
つ
、
前
年
度
繰
越
金
４
億
８
９

３
０
万
円
を
活
用
、
学
校
給
食
費
と

修
学
旅
行
費
の
無
償
化
を
！

　
二
つ
、
２
億
円
・
一
人
４
万
８
千

円
の
国
保
積
立
基
金
を
活
用
し
て
一

人
１
万
円
の
国
保
税
を
引
き
下
げ
る

こ
と
。

　
三
つ
、
介
護
施
設
の
廃
止
で
不
要

に
な
っ
た
介
護
給
付
費
２
億
４
０
５

２
万
円
分
は
市
民
に
還
付
す
る
こ

と
。

　
四
つ
、
九
市
で
一
番
高
い
、
え
び

の
市
よ
り
９
８
５
円
も
高
い
串
間
市

の
水
道
料
金
、
13
ミ
リ
一
般
家
庭
基

本
料
金
は
月
８
７
６
円
、
６
年
度
利

益
余
剰
金
は
２
億
２
６
５
６
万
円
も

あ
り
ま
す
。
５
千
万
円
あ
れ
ば
６
か

月
間
の
基
本
料
金
を
無
償
化
で
き
ま

す
。

８
年
間
で
串
間
市
は
ど
う
な
っ
た
か
？

串
間
市
の
人
口
は
？

１
８
，
０
９
８
人
が
１
４
，

７
６
３
人
減
。

出
生
数
は
？

１
１
３
人
が　

人
減
。

保
育
園
児
は
？

７
３
０
人
が
４
０
７
人
減
。

一
般
会
計
予
算
は
？

１
２
９
億
円
が
１
７
５
億
円

増
。

市
債
残
高
は
？

　

億
円
が
１
２
１
億
円
増
。

財
調
積
立
基
金
は
？

　

億
円
が
６
億
円
減
。

改
善
さ
れ
な
い
不
自
然
な
高
い
入

札
！

　
入
札
妨
害
事
件
で
市
が
設
置
し
た

「
入
札
検
討
委
員
会
」
は
、「
５
ヶ
年

の
平
均
落
札
率
が
96
．
16
％
と
入
札

談
合
に
対
す
る
疑
念
が
生
じ
て
も
不

自
然
で
な
い
高
い
値
」
と
改
善
を
求

め
て
い
る
が
、
４
月
25
日
に
行
わ
れ

た
消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
入
札
、

11
社
を
指
名
、
９
社
が
辞
退
、
２
社

が
入
札
、
㈱
九
南
が
１
０
０
％
で
落

札
、
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ＱＱ

ＱＱ ＱＱＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

コ
メ
不
足
・
物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
を
守
れ
！

人
口
減
、
ど
う
な
る
・

ど
う
す
る
？
串
間
！

児
こだま
玉征
まさたけ
威議員

◀
動画
視聴

市
長
の
政
治
姿
勢

人
口
減
少
対
策
と
し
て
農
林

水
産
業
の
具
体
的
な
取
り
組

み
。

令
和
７
年
度
重
点
施
策
方
針

に
掲
げ
て
い
る
経
済
・
産
業

成
長
促
進
と
し
て
移
住
推
進
と
農
林

水
産
業
の
後
継
者
確
保
対
策
支
援
、

子
育
て
世
代
・
若
者
に
選
ば
れ
る
環

境
づ
く
り
の
施
策
に
取
り
組
む
。

防
災
セ
ン
タ
ー
整
備
構
想
と

災
害
関
連
死
対
策
の
取
り
組

み
。

災
害
時
の
対
応
だ
け
で
は
な

く
、
平
時
か
ら
の
防
災
教
育
・

訓
練
・
地
域
連
携
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
。

　

災
害
関
連
死
の
対
策
と
し
て
は
、

災
害
避
難
者
へ
の
直
接
的
な
支
援
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
行

政
・
国
・
県
の
支
援
体
制
の
も
と
、

避
難
所
の
環
境
改
善
の
充
実
を
図

る
。

農
業
振
興
対
策
の
取
り
組
み

令
和
６
年
度
の
生
産
額
と
今

後
の
振
興
対
策
は
。

令
和
６
年
度
農
畜
産
物
の
販

売
実
績
は
79
億
１
千
８
百
万

円
で
今
後
も
早
期
水
稲
、施
設
園
芸
、

食
用
か
ん
し
ょ
、
ご
ぼ
う
、
特
産
物

の
生
産
振
興
や
新
作
物
と
し
て
米
粉

用
米
の
産
地
化
に
取
り
組
む
。

か
ん
し
ょ
基
腐
病
対
策
の
取

り
組
み
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
共
同
防
除

支
援
、
茎
根
腐
細
菌
病
対
策
、

宮
崎
紅
、
べ
に
ま
さ
り
の
他
３
品
種

の
系
統
選
援
の
栽
培
技
術
の
確
立
を

図
る
。主

食
用
米
の
現
状
と
今
後
の

面
積
拡
大
の
取
り
組
み
。

本
年
の
作
付
面
積
は
５
２
６

ha
で
、
前
年
よ
り
20 
ha
増
と

な
っ
て
お
り
、
受
託
作
業
組
織
へ
の

最
新
技
術
機
械
導
入
支
援
を
行
い
、

面
積
拡
大
に
努
め
る
。

※
面
積
拡
大
に
伴
う
農
業
施
設
（
用

排
水
路
）の
整
備
支
援
を
要
望
す
る
。

そ
の
他

　
・�

各
会
計
の
決
算
見
込

　
・�

市
民
病
院
の
医
師
確
保
対
策

　
・�

ふ
る
さ
と
納
税

ＱＱＱ

ＱＱ ＡＡ

ＡＡＡ

菊
きくなが
永宏
ひろちか
親議員

68

9516
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◀
動画
視聴

ク
シ
マ
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
２
０
２
５
を
串
間

の
新
た
な
ま
ち
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
と
し
て
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
が
。

大
変
盛
り
上
が
る
大
会
で
あ
り
本
市
で
の

開
催
に
感
謝
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に

対
し
必
要
な
協
力
を
実
施
し
無
事
に
開
催
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
の
公
認
と
聞
い

て
い
る
国
内
初
と
も
聞
い
て
い
る
開
催
日
程
は
。

２
０
２
５
年
８
月
２
４
日（
日
曜
日
）で
す
。

開
催
場
所
は
（
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
）
で
す
。

串
間
市
内
の
担
い
手
不
足
に
つ
い
て
対
策

を
聞
く
。

宮
崎
県
が
実
施
す
る
ひ
な
た
暮
ら
し
体
験

促
進
事
業 

を
活
用
し
企
業
と
移
住
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
用
し
移
住
・
雇
用
に
つ
な
げ
る
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
時
の
被
害
、

初
期
対
応
な
ど
想
定
し
ど
う
動
く
の
か
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
断
絶
す
る
と
想
定
さ
れ

る
。
本
市
へ
の
救
護
、
支
援
な
ど
、
組
織

的
に
動
き
出
す
に
は
３
日
目
以
降
に
な
る
と
想
定
さ

れ
る
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
事
を
常
に
意
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
！

被
害
が
大
き
い
地
域
の
状
況
確
認

は
。

道
路
管
理
者
が
主
体
に
な
り
道
路
寸
断
地
域
へ
現

地
確
認
が
で
き
る
よ
う
代
替
え
路
線
な
ど
を
確
保

し
被
害
が
大
き
い
地
域
が
孤
立
し
な
い
よ
う
対
策
を
す
る
。

食
料
の
供
給
、
現
地
調
査
に
狭
い
と
こ
ろ

で
も
走
行
可
能
な
オ
ー
ト
バ
イ
の
導
入
は

今
後
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
に

は
組
織
的
に
オ
ー
ト
バ
イ
を
活
用
す
る
体

制
は
は
あ
り
ま
せ
ん
が
関
係
機
関
と
連
携
し
て
運
用

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
利
用
も
有
効
的
と
考
え
る

が
。

有
効
と
考
え
る
が
運
用
に
つ
い
て
今
後
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

串
間
の
粗
大
ご
み
の
搬
入
と
他
市
と
の
比

較
は
。

令
和
６
年
度
串
間
市
か
ら
の
搬
出
量
は
１
１
８
ｔ
。

日
南
市
は
１
８
３
ｔ
で
串
間
の
１
．
５
倍
で
す
。

回
収
状
況
は
。

串
間
市
は
（
月
１
回
の
回
収
）（
日
南
市

は
年
２
回
の
回
収
）
状
況
で
す
。

各
事
業
所
の
ご
み
と
家
庭
か
ら
の
一
般
ご

み
と
の
分
別
は
し
て
い
る
の
か
。

事
業
所
の
ご
み
と
家
庭
の
ご
み
に
つ
い
て
は
搬
入

時
に
受
入
職
員
に
て
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

休
日
の
一
般
ご
み
持
ち
込
状
況
に
つ
い
て

他
市
か
ら
の
搬
入
の
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
る
が
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て
。

家
庭
の
ご
み
に
対
し
て
は
串
間
市
指
定
の

ご
み
袋
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
て
い
る
。
市

内
の
ご
み
、
市
外
の
ご
み
に
つ
い
て
は
、
関
係
事
業

者
と
今
後
調
査
研
究
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

　
・�

防
犯
カ
メ
ラ
の
重
要
性
に
つ
い
て

　
・�

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
・�

基
金
運
用
に
つ
い
て

　
・�

公
売
に
つ
い
て

　
・�

高
松
キ
ャ
ン
プ
公
園
と
串
間
温
泉
と
の
連
携
は

　
・�

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
と
ア
ル
バ
イ
ト
を
セ
ッ
ト
で
公

募
す
る
と
良
い
と
考
え
る
が

ＱＱＱＱＱＱ

ＱＱＱ ＱＱ

ＡＡＡ

ＡＡＡ ＡＡ

ＡＡＡ

新
た
な
取
り
組
み
！

問
題
解
決
は

現
状
把
握
か
ら
！

◀
動画
視聴

串
間
市
の

発
展
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

危
機
的
な
財
政
状
況
を
ど
う

捉
え
て
、
健
全
化
対
策
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
や
人
口

減
少
対
策
に
対
す
る
施
策
推

進
や
物
価
高
騰
対
策
な
ど
、
近
年
、

厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
い
る
。

引
き
続
き
、
基
金
の
積
立
や
市
債
残

高
の
減
少
対
策
な
ど
財
政
健
全
化
に

取
り
組
む
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

今
後
の
展
望
と
現
状
に
つ
い

て
。

今
年
度
も
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
本
部
会
議
を
開
催
し
、
関

係
課
と
連
携
し
庁
内
全
体
で
取
り
組

む
。
ま
た
本
年
度
の
返
礼
品
数
は
、

約
５
５
０
品
に
な
る
。

二
地
域
居
住
促
進
法
に
つ
い
て

本
制
度
を
活
用
し
た
本
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

二
地
域
居
住
も
視
野
に
入
れ

た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、少
子
化
対
策
を
は
じ
め
、

関
係
人
口
の
創
出
、
移
住
定
住
、
二

地
域
居
住
を
推
進
し
、
人
口
減
少
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
く
。

串
間
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

観
光
物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
。

令
和
６
年
度
の
本
市
へ
の
入

込
客
数
は
、
約
49
万
人
で
増

加
傾
向
で
あ
る
。
本
年
度
は
、
テ
レ

ビ
取
材
広
告
の
活
用
や
「
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
」
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
予

定
し
て
お
り
、
関
西
圏
か
ら
の
誘
客

に
も
つ
な
げ
、
更
な
る
入
込
客
数
の

増
加
に
期
待
し
て
い
る
。

串
間
市
の
農
業
発
展
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
農
業
・
生
産
性
の

向
上
に
対
す
る
見
解
に
つ
い

て
。

地
域
の
農
業
を
守
り
、
産
地

を
発
展
さ
せ
る
為
に
は
、
農

地
の
集
約
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
活

用
が
不
可
欠
と
考
え
る
。
ま
た
、
大

型
の
高
性
能
機
械
の
導
入
や
耕
作
放

棄
地
の
大
区
画
化
を
進
め
る
こ
と

で
、
農
業
生
産
基
盤
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
・��

２
０
２
７
宮
崎
国
ス
ポ
に
係
る

宿
泊
施
設
に
つ
い
て

　
・�

市
民
病
院
と
市
内
全
体
の
医
療

体
制
に
つ
い
て

ＱＱＱ

ＱＱ

ＡＡＡ

ＡＡ

鈴
すずき
木博

ひろ や
也議員

堀
ほり
　透
とおる
議員

5 串間市議会だより



◀
動画
視聴

南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
つ
い
て

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
避
難
中
の
体

調
悪
化
な
ど
で
亡
く
な
る
「
災
害
関

連
死
」
最
大
５
万
２
０
０
０
人
に
及

ぶ
と
す
る
推
計
が
初
め
て
示
さ
れ
ま

し
た
。
医
療
機
関
も
被
災
す
れ
ば
停

電
や
断
水
な
ど
に
伴
う
機
能
低
下
は

避
け
ら
れ
ず
、
入
院
対
応
を
要
す
る

15
万
５
０
０
０
人
の
ほ
か
、
外
来
患

者
を
含
め
る
と
37
万
８
０
０
０
人
が

必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

リ
ス
ク
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
緊
急
時
を
見
据
え
て
整
備
を
求

め
ら
れ
る
の
が
、
高
齢
者
や
医
療
ケ

ア
が
必
要
な
人
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
の
設
備
や
人
材
を
備
え
た
「
福
祉

避
難
所
」
が
必
要
だ
と
作
業
部
会
で

は
強
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
主

体
の
対
策
は
限
界
が
あ
り
、
到
底
太

刀
打
ち
で
き
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
巻
き

込
む
「
総
力
戦
」
で
備
え
を
進
め
る

重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
本
市

の
「
福
祉
避
難
所
」
の
設
置
に
つ
い

て
、「
総
力
戦
」
に
つ
い
て
の
見
解

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

避
難
所
職
員
等
の
情
報
に
よ

り
、
一
般
の
避
難
所
で
は
対

応
が
困
難
と
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
福
祉
避
難
所
で
の
受
け
入
れ

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
福
祉
避

難
所
に
従
事
す
る
職
員
に
つ
い
て

も
、
本
市
職
員
だ
け
で
対
応
す
る
こ

と
は
厳
し
い
状
況
と
な
る
た
め
、
医

療
、
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
支

援
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

平
時
か
ら
国
・
県
・
関
係
団
体
等
と

の
連
携
を
図
り
、
受
援
体
制
の
整
備

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

関
連
の
質
問
事
項

　
・�

串
間
市
国
土
強
靭
化
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て

　
・�

本
市
の
想
定
被
害
に
つ
い
て

　
・�

災
害
対
策
基
本
法
等
の
改
正
に

つ
い
て

　
・�

下
千
野
地
区
の
避
難
先
、
避
難

道
の
見
解
に
つ
い
て

Ｑ

Ａ

今
いまえ
江　猛

たけし
議員

市
民
病
院
に
つ
い
て
、
公
益

的
な
病
院
経
営
は
、
ど
こ
の

市
町
村
で
も
厳
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
今
回
の
異
動
に
伴
う
事
業
管
理

者
に
、今
ま
で
の
病
院
経
営
を
鑑
み
、

財
源
や
、
医
師
確
保
に
向
け
新
た
な

取
り
組
み
、
経
営
を
安
定
し
て
ほ
し

い
が
。安

定
し
た
経
営
を
目
指
し
、

県
や
大
学
病
院
に
赴
き
医
師

招
聘
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
む
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
、
魅
力

あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
、

高
松
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
都
井
岬
ま
で

の
観
光
ル
ー
ト
を
中
心
と
し
た
Ｐ
Ｒ

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
思
い
切
っ
た

予
算
確
保
等
を
含
め
た
、
お
金
を
落

と
さ
せ
る
工
夫
し
た
政
策
を
考
え
て

ほ
し
い
。観光

振
興
に
つ
い
て
は
、
観

光
物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
使
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
等
で

の
広
告
、並
び
に
業
務
委
託
と
し
て
、

近
距
離
情
報
発
信
を
行
う
。
予
算
に

つ
い
て
は
、
与
え
ら
れ
た
予
算
内
で

行
っ
て
い
く
。

地
域
連
携
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
が
主
体
的
に
参
加
し
、

地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
地
域
連
携
組
織
が
発

足
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

北
方
・
秋
山
郷
の
会
の
拠
点
施
設
が

あ
り
ま
せ
ん
。
組
織
の
事
務
処
理
の

出
来
る
場
所
、
地
区
民
が
気
楽
に
立

ち
寄
れ
る
場
所
が
必
要
で
す
。
何
回

と
な
く
質
問
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

考
え
は
な
い
の
か
。
拠
点
が
な
い
状

況
を
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

地
域
に
、
必
要
な
案
件
だ
と

思
う
、
今
後
の
状
況
を
鑑
み

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
そ
の
他
、
入
札
制
度
。
農
業
振
興

に
つ
い
て
質
問
を
致
し
ま
し
た
。

ＱＱ

Ｑ

Ａ Ａ

Ａ

◀
動画
視聴

串
間
市
の
今
後

瀬
せ お
尾俊
としろう
郎議員

6串間市議会だより



◀
動画
視聴

「
廃
食
用
油
」の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

近
隣
自
治
体
が
行
っ
て
い
る

「
廃
食
用
油
」
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
串
間
市
も
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。
併
せ
て
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
に
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
ご
み
収
集
車
の
燃
料
と
し
て

の
活
用
も
調
査
研
究
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
標

榜
す
る
串
間
市
が
な
ぜ
取
り
組
ま
な

い
の
か
疑
問
に
思
う
。

コ
ス
ト
面
で
課
題
が
あ
り
実

施
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
今
後
、
実
施
可
能
性
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
う
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
は
本
来
の

目
的
（
財
政
負
担
の
縮
減
と

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
）
が
果
た

さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
現
制

度
あ
り
き
で
は
な
く
今
後
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
な
ど
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民

連
携
）
手
法
導
入
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

今
後
、
指
定
管
理
者
制
度
の

検
証
を
行
い
、
施
設
に
見

合
っ
た
方
法
の
調
査
を
行
う
。

「
個
別
避
難
計
画
」
に
つ
い
て

「
個
別
避
難
計
画
」
を
早
急

に
作
成
し
、
各
地
区
の
自
主

防
災
組
織
と
情
報
共
有
し
避
難
行
動

要
支
援
者
の
支
援
に
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

対
象
者
の
見
直
し
を
図
り
、

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
申

請
書
兼
同
意
書
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
。

　

そ
れ
を
元
に
今
後
関
係
機
関
と
連

携
を
進
め
て
い
く
。

市
民
病
院
に
つ
い
て

令
和
6
年
度
の
決
算
見
込
み

と
医
師
確
保
の
現
状
は
。

１
千
８
百
万
程
度
の
純
利
益

を
見
込
ん
で
い
る
。
医
師
確

保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
市
長
部

局
と
も
連
携
し
て
県
や
大
学
は
も
と

よ
り
個
別
の
ル
ー
ト
も
活
用
し
精
力

的
に
訪
問
し
お
願
い
し
て
い
る
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

今
年
度
は
移
行
準
備
期
間
に

な
る
が
、
そ
の
事
業
内
容
は
。

市
内
の
相
談
支
援
機
関
を
招

集
し
た
定
例
型
多
機
関
協
働

会
議
の
開
催
、
市
役
所
内
に
庁
内
連

絡
会
議
を
設
置
す
る
な
ど
、
事
業
内

容
の
充
実
を
図
る
た
め
の
体
制
づ
く

り
と
市
内
各
地
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
食
堂
の
参
加
支
援
、
ひ
き
こ
も

り
の
調
査
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

そ
の
他

　
集
落
支
援
員
の
互
助
輸
送
に
つ
い

て
は
、
制
度
の
改
正
が
必
要
と
な
る

た
め
検
討
中
で
あ
る
。

ＱＱＱ

ＱＱ

ＡＡ

Ａ Ａ Ａ

廃
食
用
油
の

リ
サ
イ
ク
ル

井
い で
手明

あき と
人議員

令和７年６月定例会・討論
議案第49号に対する討論

□「赤字の温泉・道の駅」は見直せ！
　赤字の温泉、道の駅の債務負担行為予算、温泉は「支所を移し、バイオマ
ス発電を設置すれば黒字になる」とのことでしたが、２３１０万円の赤字、
２０億円で建設した道の駅も６４８万円の赤字、この２つの施設に合わせて
１億円の支援を行っています。見直すべきです。� （児玉征威）

議案第42・49号に対する討論
□国保税、１人１万円引き下げよ！
　物価高で暮らしは大変です。資産割、均等割の条例改正でなく、黒字の積立
基金２億円（１人平均４万８千円）を活用して１人１万円の国保税の引下げを
実施すること。� （児玉征威）

議案第44号に対する討論
□水道基本料金６ヶ月無償にせよ！
　９市で一番高い３８４５円の串間市の水道料金、えびの市よりも９８５円高
くなっています。利益余剰金は２億２６５６万円あります。基本料金８７６円
を６ヶ月間実施されることはすぐできます。� （児玉征威）

反対

反対

賛成
（意見を

付して）

7 串間市議会だより



常任委員会議案審査報告
令和７年６月定例会の主な議案内容

物価高騰対応重点支援給付金事業� （３，０８１万４千円）

　令和６年度に実施した定額減税補足給付金（調整給付）において、給付額に不足が生じた
方等に対し、給付金を支給するもの。

臨時的経費　防災関係� （１，２２８万円）

　串間市地域防災計画に基づき防災関係機関、住民等が全機能を発揮し、相互に有機的な関
連をもって地域における住民の安全、身体及び財産を災害から保護するもの。

生産基盤支援対策事業� （６６５万円）

　台風や豪雨等により被災した農地・農業用施設を迅速に復旧し、受益者の農業所得及び意
欲の低下を防ぐもの。

串間温泉いこいの里浴場棟天井・壁劣化状況調査業務委託料
（２２５万７千円）

　串間温泉いこいの里の浴場棟における天井等の劣化状況調査を行うもの。

令和７年度一般会計補正予算

主な意見
令和 7年度串間市一般会計補正予算
⃝�　財産マネジメントは、各課等で公共施設を
詳細に把握し、維持管理と廃止を計画的に進
めるべき。
⃝�　防災関係は、避難所で必要な備品は早急に
確保し、防災訓練等を積極的に実施しなが
ら、防災体制と市民の防災意識の向上に努め

るべき。
⃝�　小学校講師配置事業が計上されているが、
福島小学校に専門職を配置するだけではな
く、市内全小学校の児童に対しても支援が行
き届くよう配慮すべき。

財産の取得について
⃝�　ＧＩＧＡスクール用パソコンの取得は、県
主導による共同調達であるが、メリットや効
果を把握する為に、県とは十分な協議を行う
べき。

総務教育常任委員会 委員長  鈴木 博也

主な意見
令和 7年度串間市一般会計補正予算
⃝�　多様な農業人材の就労、定着のための環境
整備の経費を一部補助するための事業は非
常に有益であるため、今後も積極的に取り組
むべき。
⃝�　堂園地区の仮橋設置により被災状況を確
認ができたことから、台風等に備え一日も早
い復旧に取り組むべき。
⃝�　いこいの里浴場棟天井等の劣化状況調査

が計上されている。今後全体的な調査を行
い、財政状況に応じた長期的かつ効率的な修
繕計画を立て、施設運営すべき。

令和 7年度６月債務負担行為補正
⃝�　担当課は、指定管理業務の実施状況及び施
設の管理状況等を確認するなど、チェック体
制の強化を図るべき。
⃝�　指定管理者の公募・選定にあたっては、指
針に基づいた業務を執り行い、指定管理開始
後も監視及び評価を徹底し、助言・指導に積
極的に取り組むべき。

産業厚生常任委員会 委員長  野辺 俊郎

8串間市議会だより
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報 告 第 １ 号 市税条例の一部を改正する条例の専決報告について 原案
承認

5月
8日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

報 告 第 ２ 号 串間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専
決報告について

原案
承認

5月
8日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 39 号 固定資産評価員の選任につき議会の同意を求めること
について

原案
同意

5月
8日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 40 号 監査委員の選任につき議会の同意を求めることについて 原案
同意

5月
8日 ○ ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市
長
提
出
議
案

報 告 第 3 号 令和６年度串間市一般会計継続費繰越計算書について 終了 6月
12日 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

報 告 第 4 号 令和６年度串間市一般会計繰越明許費繰越計算書につ
いて 終了 6月

12日 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

報 告 第 5 号 令和６年度串間市下水道事業会計繰越明許費繰越計算
書について 終了 6月

12日 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

報 告 第 6 号 串間市土地開発公社の経営状況について 終了 6月
12日 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

議案第 41 号 令和７年度串間市一般会計補正予算（第１号） 原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第 42 号 令和７年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）
補正予算（第１号）

原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第 43 号 令和７年度串間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）

原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 44 号 令和７年度串間市水道事業会計補正予算（第１号） 原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 45 号 令和７年度串間市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 46 号 令和７年度串間市市木診療所特別会計補正予算（第１
号）

原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 47 号 串間市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例

原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 48 号 串間市学校給食共同調理場設置条例の一部を改正する
条例

原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 49 号 串間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第 50 号 串間市子ども・子育て支援推進委員会設置条例の一部
を改正する条例

原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 51 号 串間市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 52 号 串間市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例

原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 53 号 串間市水道条例の一部を改正する条例 原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 54 号 串間市公共下水道条例の一部を改正する条例 原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第 55 号 財産の取得について 原案
可決

6月
19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

令和７年５月　第３回串間市議会臨時会　議案等の審議結果及び各議員評決

令和７年６月　第４回串間市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員評決

○賛成　×反対　△棄権　- 欠席等　- 採決なし　※議長は採決に加わらないので「-」で表示。可否同数のときは、議長の決するところによる。

○賛成　×反対　△棄権　- 欠席等　- 採決なし　※議長は採決に加わらないので「-」で表示。可否同数のときは、議長の決するところによる。
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令和７年度  常任委員会管内視察報告

管内視察を受け入れていただいた関係機関におかれましては、お忙しい中ありがとうございました。

国民スポーツ大会推進課

大束支所

都井支所

財産マネジメント室

都井支所

◎総務教育常任委員会
調査期間：令和７年５月２８日
　大束支所、都井支所、串間市役所　国民スポーツ大会推進課、財務課財産
マネジメント室の視察を行いました。それぞれの施設・課の現状等について
お話を伺い、意見交換を行いました。国民スポーツ大会推進課では、本市で
行われる競技について説明を受けました。

国民スポーツ大会開催日
〇 弓道
　日程：2027年９月27日～30日
　場所：市総合運動公園特設弓道会場
〇 自転車ロードレース
　日程：2027年10月３日
　場所：串間市特設ロードレースコース

10串間市議会だより



令和７年度  常任委員会管内視察報告

黒瀬水産 様

南部環境エナジー 様

南部環境エナジー 様

市木診療所

南部環境エナジー 様

南部環境エナジー 様

管内視察を受け入れていただいた関係機関におかれましては、お忙しい中ありがとうございました。

◎産業厚生常任委員会
調査期間：令和７年５月２７日
　株式会社南部環境エナジー様、黒瀬水産株式会社様、市木診療所の視察を
行いました。それぞれの現状と今後の展望等についてお話を伺い、意見交換
を行いました。南部環境エナジー様は、木質バイオマスを活用した「白甘海老」
の完全国産養殖を目指しており、その養殖施設を見学しました。

11 串間市議会だより



行政視察を受け入れていただいた関係機関におかれましては、お忙しい中ありがとうございました。

令和７年度  常任委員会視察報告・特別委員会調査活動報告

◎総務教育常任委員会
調査期間：令和７年６月２０日
調査場所：大隅河川国道事務所、現地見学
　東九州自動車道（串間～志布志間）の進
捗状況をお伺いするため、大隅河川国道事
務所へ視察研修を行いました。
　現状を伺ったのち、油津・夏井道路夏井
区間の工事現場を見学しました。

◎交流促進調査特別委員会
調査期間：令和７年５月１１日～１２日　　　調査場所：国土交通省　九州地方整備局
　東九州自動車道整備促進のため、九州整備局へ要
望活動を行いました。
　全国的に高速道路建設は競争になっていくため、
東九州自動車道の必要性を具体的に示すことが大事
であるとご助言をいただきました。

12串間市議会だより



　令和７年５月２０日に開催された第１０１回全国市議会議長会定期総会において、
瀬尾俊郎議員が市議会議員十五年永年勤続議員、坂中喜博議員が市議会議員十年
永年勤続議員として表彰を受けられましたので、６月定例会において報告いたしました。

瀬尾俊郎議員の市議会議員十五年永年勤続議員表彰、
坂中喜博議員の市議会議員十年永年勤続議員表彰について

広報広聴調査特別委員会紹介

野辺 俊郎
委員

木代 誠一郎
委員長

岩下 幸良
委員

井手 明人
委員

鈴木 博也
副委員長

福留 成人
委員
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　東京の板橋から移り住み今年で丸９年、海と自然が好き
で、全国いろいろ探しまわり、最後に串間にたどり着きま
した。妻と愛犬２匹、潮騒の音が聞こえる本城一里崎に暮
らしています。
Ｑ：今の串間市をどう思いますか？
「人口減少が続き正直ビジネスとしては厳しいと思うが、
それ以上に串間が好き。今の暮らしを気に入っている。
人口減が悪いとばかりは言えないと思う。」

Ｑ：串間市に取り組んでほしいことは？
「今あるもの（自然）を大切にマリンスポーツなどのアク
ティビティに力を入れてほしい。」

Ｑ：今一番楽しいことはなんですか？
「愛犬の世話とサーフィン、釣り」
Ｑ：市議会に望むことは？
「削減ではなく、３０代４０代といった若い世代を含めた
議員の活躍を期待する。」

雁部 武志（かりべ  たけし）さん（一里崎）

　串間市議会は直接市民の皆さまのお声を聴きたい、皆さまと共有したいという思いから、
市民インタビューをはじめました！
　市民の皆さんの声を直接お届けするこのページでは、地域の課題や希望、日常の喜びなど
を掲載します。インタビューを通じて地域の多様な視点や意見を集め、議員活動に繋げます。

　大学卒業後、37 年間家業の後継者として家族４人で農業（イモ・ごぼう）を担っています。
Ｑ：今の串間市をどう思いますか？
「当時は値段が良くて楽しい農業でした。現在は人口減少が
著しく進んでおり、若い人たちの農業に対する取り組みが
違っていると思います。今の状況を抑えるには、企業誘致に
力を入れるべきかと思います。」

Ｑ：串間市に取り組んでほしいことは？
「ふるさと納税を農業全般に入れてもらいたい。また、子育
て支援にも力を入れてほしいです。」

Ｑ：今一番楽しいことはなんですか？
「今はイモとごぼうに力を入れています。値段的には少ないの
ですが、私たちにとっては生活を支えてくれるのが楽しみで
す。」

Ｑ：市議会に望むことは？
「議会の中身がもっと知りたい。大事な議案も議論がなされ
ていないと思います。他の市町村は新聞等で報道されるのを
見ますが、串間市はなぜですか。市民のためだったら、なん
でも分かるようにしてください。」

野辺 義彦（のべ  よしひこ）さん（長野）

私たちのまちの声「市民インタビュー」

14串間市議会だより



Ｑ：今の串間市をどう思いますか？
「人口減少の加速化に驚いている。」
Ｑ：串間市に取り組んでほしいことは？
「人口減少対策、若者が定着するための施策、ふるさと納税の積極的な
推進。」

Ｑ : 今一番楽しいことはなんですか？
「会社で行っている白甘海老養殖が早く軌道に乗り、「ふるさと納
税」の特産品として市に貢献できる日を楽しみにしている。」

Ｑ : 市議会に望むことは？
「議員一人ひとりが資質向上を図り、議員本来の活動により串
間市・串間市民に貢献して欲しい。」

榎田 昭彦（えのきだ  あきひこ）さん（天神）

Ｑ：串間市に取り組んでほしいことは？
「①�移住促進に力を入れていますが、地元の方・来られた方双方の意見も取

り入れながら対策を練ってほしいです。また、Ｕターン促進にも取り
組んでほしいです。

②�市民病院は医師と看護師の連携コミュニケーションをもっと図って
ほしいです。

③�防災補助金の避難道整備と避難地整備は、別のくくりで額も異なり
ます。災害対策整備費としてまとめては。

④�旧市木中学校を利活用してほしいです。例えば高齢者関係・リ
ハビリ施設など。」

Ｑ：今一番楽しいことはなんですか？
「テレビでバレー観戦しながら家族そろっての晩酌です。年に数
回の温泉旅行も楽しみですね。」

Ｑ：市議会に望むことは？
「国の施策やしがらみに囚われず、真面目に生きる人が憂き目
を見ることのないよう、市民代表として串間市を守ってほしい。」

成田 一志（なりた  かずし）さん（上石波）

串間の自然やポテンシャルに惚れ込み、2018 年に串間市に移住し
ました。好きな場所は都井岬です。

Ｑ：今の串間市をどう思いますか？
「今は生活がしやすい地域だと思います。しかし、将来を考

えると不安しかありません。」
Ｑ：串間市に取り組んでほしいことは？

「外貨を稼ぐ為に、観光や交流・関係人口を増やす取り組み
をもっと強化してほしいです。」
Ｑ：今一番楽しいことはなんですか？

「将来 10 年 20 年後、串間にめちゃくちゃ人が来てくれて凄
く人気のまちになることを想像すると、その為に今、何を行

動すれば良いのかを考えるのが楽しいです。」
Ｑ：市議会に望むことは？

「議会をもっと見える化にしてほしい。例えば、YouTube で各
委員会や全員協議会の様子も公開してほしい。また、市民の関心

が高まる為に、もっと魅力ある議会を展開してほしいです。」
吉田 奈穂（よしだ  なほ）さん（東町）

15 串間市議会だより



宮崎県串間市大字西方5550
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差出有効期間
令和９年１月
31日まで
（切手不要）

料金受取人払郵便

日南局承認

串間市役所議会事務局

996

行

▲点線に沿ってお切りください。　※お手数ですが投函いただく際は、必ず不要になったはがきなど厚紙に全面密着で貼り付けてください。

市議会に対するご意見をお聞かせくだ
さい。

※�　いただいたご意見については、今後の参考とさせていただくほか、
議会だよりの紙面でご紹介することがございます。

　�　また、紙面での紹介にあたり、内容を変えない範囲で添削させ
ていただく場合があります。ご了承ください。

　5 月 8 日に行われた臨時議会で新たな
委員会構成が決まり「串間市議会だより」
の編集を行う「広報広聴調査特別委員会」
のメンバーも新しくなりました（2 ページと
13 ページの写真）。
　前回の発行からスタートした「市民イン
タビュー」のコーナーは引き続き掲載する
事になりました。串間市全域に委員がお
伺いしますので市民の皆様の生の声をこ
れからも是非お聴かせ下さい。また、本
誌の最終ページに「市議会に対するご意
見をお聞かせください。」の葉書もありま
すのでこちらの方もよろしくお願いします。
　今年は梅雨明けも早く、連日猛暑が続
いています。熱中症に気を付けてこの夏を
お過ごしください。

編集後記
編集委員 井手　明人

　串間市議会では、３月、６月、９月、１２月の
定例会や臨時会で、市民の皆様の生活に関係の
深い議案などを審議しています。
　「市民に信頼され、役立つ議会づくり」を基本
理念に「串間市議会基本条例」を制定し、市民
の声を市政に反映すべく議会運営と行政が一体
となって取り組んでおります。
　一人でも多くの市民の皆様に、開かれた議会を
ご理解いただく上でも、ぜひ、議会の様子を聞
いてみませんか。
　また、串間市議会の様子については、パソコ
ンやスマートフォン、タブレットで議会中継の様
子がご覧になれるほか、過去の映像についても
視聴可能です。

　傍聴に関するお問い合わせがありましたら、
議会事務局（☎72-0691）までご連絡ください。
　なお、次回９月定例会は、令和７年９月１日

（月）開会予定です。正式な開会日や会期日程
等については、決まり次第、議会のウェブサイ
ト等でお知らせいたします。

議会傍聴のご案内
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